



















































である（Johnson, Johnson, & Holubec, 2002; Chinn,



































































の高い問題解決を引き出さない（Webb, Nemer, & Zuniga,
2002; Chiu & Khoo, 2003）。協同学習を進めていく上で大
切なのは、互いの意見に目を向け、尊重することで
















































































































された（①人とかかわる基盤をつくる：α = .76, ②発達的
視点で子どもを捉えかかわる：α = .80, ③子ども同士の
関係を育てる：α = .79, ④基本的な生活習慣・態度を育









M SD M SD
䠍䠊௚⪅䛸䛾ᇶ┙ᙧᡂ 䠄ே䛸䛛䛛䜟䜛ᇶ┙䜢䛴䛟䜛䠅 4.311 .781 4.580 .930
䠎䠊Ⓨ㐩ⓗどⅬ䛻ᇶ䛵䛟ᨭ᥼ 䠄Ⓨ㐩ⓗどⅬ䛷Ꮚ䛹䜒䜢ᤊ䛘㛵䜟䜛䠅 3.474 .814 3.873 .841
䠏䠊Ꮚ䛹䜒ྠኈ䛾㛵ಀᛶ⫱ᡂ 䠄Ꮚ䛹䜒ྠኈ䛾㛵ಀ䜢⫱䛶䜛䠅 3.816 0.811 4.288 .815
䠐䠊ᇶᮏⓗ⏕ά⩦័䞉ែᗘ⫱ᡂ 䠄ᇶᮏⓗ䛺⏕ά⩦័䞉ែᗘ䜢⫱䛶䜛䠅 4.020 .890 4.288 .830
䠑䠊㛵ಀᛶᵓ⠏ᨭ᥼ 䠄㛵ಀᛶ䛾ᗈ䛜䜚䜢ᨭ䛘䜛䠅 3.836 .863 4.189 .853
༠ྠᏛ⩦ᚋ༠ྠᏛ⩦๓ୗ఩ᑻᗘ






（t(98), p < .05; 前群：M = 3.474, SD = .815, 後群：M =
3.873, SD = .840）、「子ども同士の関係性育成」下位尺度
得点（t(98), p < .01; 前群：M = 3.816, SD = .811, 後群：M
= 4.288, SD = .815）、そして「関係性構築支援」下位尺度
得点（t(98), p < .05; 前群：M = 3.836, SD = .863, 後群：M











.01; 前群：M = 3.460, SD = .103, 後群：M = 4.100, SD =
1.165）、「基本的生活習慣・態度育成」下位尺度の項目14（き
まりや約束の大切さに気づき、守ろうとする態度が育つ保
育をすること）（t(98), p < .05; 前群：M = 3.860, SD =
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